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い
ろ
い
ろ
な
か
ら
だ
の
症
状

（
身
体
症
状
）
が
気
に
か
か
り
、
病

（
医
）
院
を
受
診
す
る
も
の
の
、
各

種
の
検
査
を
し
て
も
、
か
ら
だ
に

は
そ
の
原
因
に
な
る
異
常
所
見
が

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
側
か
ら
す

る
と
、
こ
ん
な
に
つ
ら
い
の
だ
か

ら
、
ど
こ
か
に
具
合
の
悪
い
と
こ

ろ
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
不
安
に
な

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
か
ら
だ

に
特
別
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
と
医
師
よ
り
言
わ
れ
る
と
、
こ

ん
な
時
「
あ
ぁ
、
よ
か
っ
た
」
と

安
ど
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

な
か
に
は
そ
の
結
果
が
腑
に
落
ち

な
い
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ど
う
き
や
胸
苦
し

さ
、
胸
痛
、
息
苦
し
さ
が
つ
ら
い
、

だ
か
ら
、
心
臓
が
悪
い
の
で
は
と

考
え
て
も
無
理
も
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
心
電
図
そ
の
ほ
か
の
検

査
か
ら
、
狭
心
症
で
も
な
け
れ
ば

心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
で
も
な

い
、
ま
た
、
血
圧
も
正
常
、
呼
吸

器
系
に
も
異
常
は
な
い
。

「
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
も
、
か
ら
だ

に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
し

な
い
で
い
い
で
す
よ
。」
と
説
明
さ

れ
て
も
、
そ
れ
で
安
心
し
て
か
ら

だ
の
具
合
が
よ
く
な
る
患
者
さ
ん

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
検
査
結
果
は
正
常
で
も
、
苦

痛
な
か
ら
だ
の
症
状
が
と
れ
な
い

か
ぎ
り
、
患
者
さ
ん
は
不
安
で
次

か
ら
次
へ
と
別
な
病
（
医
）
院
を

受
診
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

身
体
化
障
害
と
は
、
こ
ん
な
経

過
を
た
ど
る
こ
と
が
多
く
、
症
状

が
数
年
に
わ
た
っ
て
続
き
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は
不
明
で
す
が
、

と
き
に
性
格
や
ス
ト
レ
ス
と
関
連

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
個
人
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
出
現
す
る
症
状
は
実
に
多

彩
で
、
嘔
吐
（
お
う
と
）、
嘔
気
、

腹
痛
、
下
痢
、
鼓
腸
（
ガ
ス
が
た
ま

り
腹
が
張
る
）
な
ど
の
胃
腸
症
状
、

手
足
や
背
中
の
痛
み
、
関
節
痛
、
排

尿
痛
、
息
切
れ
、
ど
う
き
、
胸
痛
、

め
ま
い
、
嚥
下
（
え
ん
か
）
困
難
、

健
忘
（
物
忘
れ
）、
失
声
（
声
が
出

な
く
な
る
）、
失
神
、
け
い
れ
ん
、

歩
行
困
難
、
ま
ひ
、
排
尿
困
難
、
ま

た
、
性
器
あ
る
い
は
直
腸
の
焼
け
つ

く
よ
う
な
感
覚
、
性
的
無
関
心
、
性

的
不
能
、
激
し
い
生
理
痛
な
ど
。
と

に
か
く
、
身
体
化
障
害
の
患
者
さ
ん

は
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
症
状
に

悩
ま
さ
れ
ま
す
。

身
体
化
障
害
が
疑
わ
れ
る
場
合

で
も
、
適
宜
・
適
切
な
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
医
師
と

の
信
頼
関
係
が
重
要
で
、
と
き
に

ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
症
状
が
改

善
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

e

三
鷹
市
医
師
会
1
47
―
２
１

５
５

「身体化障害」

健康コラム
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の

所
得
状
況
届
の
提
出
は

8
月
31
日（
水
）ま
で

手
当
の
対
象
は
常
時
複
雑
な
介

護
を
必
要
と
す
る
最
重
度
の
心
身

障
が
い
者
の
方
。
所
得
制
限
（
左

表
）
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
が
65
歳
以
上
の
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
（
例
外
あ
り
）。

現
在
、
入
所
し
て
い
る
障
が
い
者

施
設
に
よ
っ
て
は
制
限
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

20
歳
以
上
の
方
は
本
人
の
所

得
、
20
歳
未
満
の
方
は
扶
養
義
務

者
の
所
得
で
制
限
を
受
け
ま
す
。

※
該
当
の
方
に
は
す
で
に
書
類

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
地
域
福
祉
課
1

内
線
２
６
１
９
へ
。

10
月
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
方
の
利
用
者
負
担
額

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の
食
費

と
居
住
費
（
滞
在
費
）
が
10
月
の

サ
ー
ビ
ス
分
か
ら
原
則
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
低
い
方
に
は
負

担
の
限
度
額
を
設
定
し
、
超
え
た

分
は
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
か
ら

給
付
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期

入
所
療
養
介
護
を
利
用
す
る
場
合
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ

ア
）の
食
費
も
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
は
軽

減
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
高
齢
者
支
援
室

1
内
線
２
６
８
４
へ
。

国
民
健
康
保
険「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
主
の
方
に
対
し
て
、
８
月

25
日
e

に
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ
は

医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
請
求
に
基

づ
き
、
今
年
５
月
に
受
診
し
た
内

容
（
接
骨
院
に
つ
い
て
は
今
年
６

月
に
市
が
接
骨
院
か
ら
請
求
を
受

け
た
も
の
が
対
象
）
を
お
知
ら
せ

し
、
健
康
や
医
療
、
保
健
事
業
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
1
内
線

２
３
８
８
へ
。

被
爆
者
見
舞
金
を

お
渡
し
し
ま
す

対
象
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対

す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

６
年
法
律
第
117
号
）
第
２
条
に

定
め
る
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
今
年
１
月

１
日
〜
８
月
15
日
に
引
き
続
き
三

鷹
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
。

申
請
に
よ
り
被
爆
者
見
舞
金

（
１
万
２
千
円
）
を
お
渡
し
し
ま

す
。

▼
８
月
31
日
d

（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
で
に
地
域
福
祉
課

（
市
役
所
２
階
V
番
窓
口
）
へ
申

し
込
む
。

e

同
課
1
内
線
２
６
１
３

レ
ッ
ツ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
2

身
体
の
ゆ
が
み
を
治
し
て
、
内

臓
の
働
き
を
良
く
し
、
肩
こ
り
や

腰
痛
を
防
止
し
て
心
ま
で
健
康
に

し
ま
し
ょ
う
！

▽
９
月
６
日
c

午
後
２
時
〜
３

時
30
分
、総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
五
臓
六
腑
調
整
体
操
研
究

会
の
長
島
寿
恵
さ
ん
。
タ
オ
ル
・

水
筒
を
持
参
、
動
き
や
す
い
服
装

で
。

▼
８
月
22
日
b

か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
1
46
―
３
２
５
４
へ
申
し

込
む
。
先
着
30
人
。

こ
も
れ
び
　
ほ
っ
と
・
サ
ー
　

ク
ル「
65
歳
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
メ
イ
ク
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

市
と
の
協
働
で
、
高
齢
者
の
方
と

毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
は
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方
。

▽
９
月
14
日
d

午
前
10
時
〜
正

午
、
ス
ペ
ー
ス
Ｓ
（
下
連
雀
１
丁

目
）
で
。
参
加
費
300
円
。
講
師

は
美
容
家
の
正
満
た
つ
る
子
さ

ん
。
簡
単
に
で
き
る
お
化
粧
で
素

敵
に
お
し
ゃ
れ
を
。

▼
８
月
22
日
b

午
前
９
時
か
ら

こ
も
れ
び
事
務
局
1
42
―
４
４

６
９
へ
申
し
込
む
。
先
着
10
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
1
42
―
４

４
７
１
　
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

後
１
時
〜
３
時
に
、
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。

三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
や
き
苑「
地
域
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」

高
齢
者
疑
似
体
験
、
車
椅
子
体

験
、
福
祉
機
器
展
示
、
介
護
相
談
、

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
、
近
隣
店
舗
協

力
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

▽
９
月
11
日
a

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
、
同
苑
（
深
大
寺
２
―
29

―
13
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

e

同
苑
1
34
―
５
４
４
０

精
神
保
健
相
談
　
専
門
医
と

保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

▽
①
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
９
月

20
日
c
・
26
日
b
、
②
思
春
期

相
談
＝
９
月
21
日
d

、
③
ア
ル

コ
ー
ル
相
談
＝
９
月
12
日
b

、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
。

▼
事
前
に
同
保
健
所
へ
電
話
で
申

し
込
む
。
相
談
場
所
が
武
蔵
野
三

鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
三
鷹
武
蔵

野
保
健
所
）
と
三
鷹
市
総
合
保
健

セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
必

７
月
29
日
の
予
防
接
種
法
の
施

行
令
改
正
に
よ
り
14
〜
16
歳
未
満

（
第
三
期
）
を
対
象
と
し
た
日
本

脳
炎
予
防
接
種
を
廃
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
６
月
か
ら
厚
生
労
働

省
の
勧
告
を
受
け
て
、
当
面
、
ワ

ク
チ
ン
の
使
用
と
副
作
用
の
因
果

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第
三
期
を
廃
止
し
ま
す

関
係
が
疑
わ
れ
る
間
は
予
防
接
種

を
見
合
わ
せ
、
流
行
地
域
へ
渡
航

す
る
方
や
感
染
の
恐
れ
の
あ
る
方

で
予
防
接
種
を
特
に
希
望
す
る
方

の
み
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
法
律
改
正
は
、
14
〜
16

歳
未
満
の
第
三
期
に
限
り
、
公
費

負
担
で
の
接
種
を
廃
止
す
る
も
の

扶養親族 控除後の所得額
０人 3,604,000
１人 3,984,000
２人 4,364,000
３人 4,744,000
４人 5,124,000
５人 5,504,000

平成17年度所得制限限度額表（円）

ず
場
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
要
予

約
）。学

校
・
職
場
の

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
0
4
2
―
3
4
0
―
4
6
1
0

い
じ
め
で
苦
し
む
方
、
お
気
軽

に
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日

８
月
31
日
d
〜
９
月

３
日
g

、
午
前
10
時
〜
午
後
８

時
。
２
日
f

は
24
時
間
受
付
。

５
日
b

か
ら
毎
週
月
曜
日
、
午

前
10
時
〜
午
後
８
時
常
設
。

e

三
多
摩
「
学
校
・
職
場
の

い
じ
め
」
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事
務
局

1
042
―
392
―
７
０
４
５

で
す
。
な
お
、
第
一
期
（
３
〜
７

歳
６
カ
月
未
満
）、
第
二
期
（
９

〜
13
歳
未
満
）
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
上
記
の
特
に
希
望
す
る
方
を

除
き
、
新
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

る
ま
で
予
防
接
種
の
実
施
を
見
合

わ
せ
ま
す
。

す
で
に
第
三
期
の
予
診
票
を
お

持
ち
の
方
は
、
破
棄
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
1
46
―
３
２
５
４
へ
。

第三期（平成18～20年度）三鷹市介護保険事業計画を検
討する市民会議（第3・4回）を開催します。
u8月22日B・9月29日E午後7時～9時（受付開始は6時
45分から）、教育センター3階で。
▼当日、直接会場へ。
e高齢者支援室1内線2684

介護保険事業計画検討市民会議
傍聴できます

三
鷹
短
歌
会
７
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

夫
の
郷
茂
木
産
の
枇
杷
の
パ
ッ
ク
入

り
買
ひ
て
帰
り
ぬ
命
日
近
し横尾

え
り
子

﹇
評
﹈
作
者
に
と
っ
て
こ
の
枇
杷
は

「
夫
の
枇
杷
」
で
あ
り
、
買
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
枇
杷
な
の
だ
。

夫
を
偲
ぶ
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い

る
。「
命
日
近
し
」
は
蛇
足
か
。

夫
の
忌
の
供
花
に
加
へ
し
デ
ル
フ
ィ

ニ
ウ
ム
の
淡
き
ブ
ル
ー
に
こ
こ
ろ
も

静
も
る
　
　
　
　
　
　
神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
心
静
か
に
夫
を
偲
ぶ
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
来
る
。「
加
へ
て
」

が
効
い
て
い
る
。
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ

ム
は
和
名
で
は
飛
燕
草
、
千
鳥
草

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

舗
装
路
の
細
き
割
れ
目
に
白
く
咲
く

ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
命
逞
し

浅
野
寿
子

﹇
評
﹈
タ
ン
ポ
ポ
や
オ
オ
バ
コ
な
ど

が
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
は
よ
く

見
掛
け
る
が
園
芸
種
で
あ
る
ベ
ゴ

ニ
ア
は
珍
し
い
。
逆
境
に
生
き
る

逞
し
さ
に
心
が
動
か
さ
れ
た
の

だ
。

葉
隠
れ
に
茄
子
の
花
の
紫
が
明
ら
か

に
見
ゆ
雨
脚
の
な
か

八
島
靖
夫

﹇
評
﹈
雨
風
に
煽
ら
れ
て
さ
っ
き
ま

で
見
え
な
か
っ
た
茄
子
の
花
の
紫

が
鮮
や
か
に
見
え
て
い
る
。
た
だ

そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
が
、
気
持
ち

よ
く
詠
わ
れ
て
い
る
。

鍵
隠
す
は
此
処
と
き
め
た
り
地
植
ゑ

な
る
万
年
青
葉
叢
の
玉
実
光
る
側

�
木
文
代

﹇
評
﹈
試
行
錯
誤
の
末
に
や
っ
と
安

全
が
確
信
出
来
る
場
所
を
見
つ
け

出
し
た
昂
ぶ
り
が
初
句
に
よ
く
出

て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
の
表
現
は

や
や
難
解
。
鉢
植
え
で
な
く
地
植

え
の
万
年
青
の
葉
の
中
と
は
考
え

た
も
の
だ
が
、
果
た
し
て
こ
れ
で

安
全
か
ど
う
か
。
面
白
い
歌
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
繁
れ
る
枝
を
剪
定
す

切
り
過
ぎ
ぬ
や
う
幾
た
び
も
見
て

棚
木
玲
子

﹇
評
﹈
樹
形
を
整
え
る
た
め
と
言
う

よ
り
は
む
し
ろ
、
う
っ
と
う
し
さ

を
な
く
す
剪
定
な
の
だ
ろ
う
。

「
切
り
過
ぎ
ぬ
や
う
幾
た
び
も
見

て
」
に
素
人
の
気
配
り
が
出
て
い

る
。

田
植
え
す
る
裕
徳
稲
荷
の
斎
田
に
豊

作
歌
ふ
早
乙
女
の
歌

飯
田
淳
美

﹇
評
﹈
裕
徳
稲
荷
は
佐
賀
県
に
あ
り

三
大
稲
荷
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
だ
け
に
、
お
田
植
え
の
神
事

も
荘
厳
そ
の
も
の
。
最
近
は
機
械

植
え
が
多
く
早
乙
女
の
姿
は
完
全

に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
神
事

に
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
早
苗
を
植
え
る
早
乙
女
の
艶

や
か
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。


